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S h i n y a  N a k a m u r a

　令和８年の干支は
ひのえうま

丙午。
　中村が馬の姿を求めて訪れたのは、宮崎県の都井岬でした。ここには国の天然記
念物に指定されている日本在来馬の一種である

 み さき うま 
御崎馬が野生の状態で生息してい

ます。車の中から静かに馬の群れを
見ていると、一頭の雄馬が親子の
馬に近づいていきました。すると、
母馬は雄馬の側にゆっくりと回り
込んで、身を挺して仔馬を守るので
した。母馬の愛があふれる美しい
姿にしばし時を忘れました。
　中村晋也の干支「大地の愛」
は、のどかな平原に憩う元気な仔
馬と優しい母馬の様子に、平和で
健やかな日々の暮らしを願う作者
の思いが込められた作品です。 中村晋也美術館

（高さ）22cm × （幅）30cm × （奥行）16cm

　４歳からの夢だった看護師になるため
大学へ入学。４年生になり卒業試験と看護
師・保健師の受験を控えた11月、突然体調
を崩し、白血病の告知を受けました。闘病
生活をしながら勉学に励み、いずれの試験
にも合格。白血病を乗り越え、大学病院で
看護師として働いていた頃のことを、「闘
病生活は嫌でつらかったけど、その経験は
患者さんに寄り添い、希望になるための試
練だったのかもしれない」と振り返ります。
　６年後の平成29年に結婚。その３カ月
後、白血病が再発したことがきっかけで
視力を失いました。「『まさか自分の目が
見えなくなるわけない』と他人事のよう
に考えていましたが、どれだけ時間が過
ぎても見えない。生きることを終わりにし
たい」と考えました。
　しかし、令和４年に亀山に戻り、「飲食
店の店員さんが店の外の段差まで教え
てくれたことや、家族や友人、まちの人の

優しさが私の閉ざさ
れた心の扉を開けて
くれ、前向きになれま
した」と話します。
　現在、ＵＤアドバイ
ザーとして、市内の小・中学校、高等学校
のほか、市外でも講演活動に奔走。「私の
実体験を聴いた人が、『相手の立場に立っ
て行動できる』こと。それが共生社会につ
ながっていくと思います。たくさんの人に
聴いてほしいので、地域の集まりにも呼ん
でください」と意気込みます。
　「亀山は、白杖を持って駅前を歩いてい
ると、『どちらまで行きますか？お手伝いで
きることはありますか？』と声を掛けてく
れる人がいる優しいまち。亀山に戻って
来て良かった。私が支えられた分、誰かの
役に立ちたい。そう思えるのは、目が見え
なくなったおかげかな」と中川さん。講演
を通じた活動は続きます。

中川 桃子さん
（御幸町）
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